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腰部脊柱管狭窄症に対する
高気圧酸素療法の安全性と有効性の検討
－前向きオープンラベル症例対照研究－
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　【目的】高気圧酸素治療（Hyperbaric Oxygen Therapy，HBOT）は様々な疾患に治療効果が認
められている。腰部脊柱管狭窄症（LSS）の病態には馬尾・神経根の圧迫と虚血が関与している可
能性がある。本研究の目的は，LSSに対するHBOTの安全性と有効性を明らかにすることである。
　【方法】臨床症状と画像所見からLSSと診断した24例を対象に前向きオープンラベル症例対照研
究を行った。HBOTは 1回90分間で，装置内の圧を1.0ATA（絶対気圧）から15分かけて2.0ATA
とし，60分間維持した後，15分かけて1.0ATAに戻した。HBOTは 4週間に計10回施行した。症
例登録時と 3ヵ月後に歩行距離，歩幅，Visual Analogue Scale （VAS），Japanese Orthopaedic 
Association Back Pain Evaluation Questionnaire （JOABPEC），JOAスコア，有害事象の有無を評
価した。
　【結果】HBOT群は19例であり非HBOT群は 5例であった。登録時は両群間に有意差を認めな
かったが，HBOT群において，歩行距離とVAS （腰痛，下肢痛及びしびれ），JOABPEC （生活の質）
が有意に改善した。一方，非HBOT群ではいずれの項目も有意な変化を認めなかった。有害事象
はHBOT群において耳鳴りを 1例（ 5％）に認めたが，症状はごく軽微であり自然回復した。
　【結論】LSSに対するHBOTの安全性と有効性が示唆された。
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